
　一般社団法人四日市労働基準協会会員の皆様には、日頃より、労働基準行政
の運営につきまして、格段のご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　さて、令和５年における当署管内の休業４日以上の死傷者数は対前年同期

比で減少しているものの、高年齢労働者を中心に、転倒や腰痛など労働者の作業行動に起因する
労働災害の発生率が高くなっています。
　今年度、当署では「令和５年　チャレンジアンダー ７７７ ほくせい推進運動」を展開し、行動

スリーセブン

災害防止について、重点的に取組んでいるところですが、人生１００年時代に向けて高年齢労働
者が安心して安全に働ける職場環境づくりをさらに推進していく必要があります。
　このような中、昭和２５年の第１回実施以来、今年で第７４回を迎える全国労働衛生週間は、
「目指そうよ二刀流　こころとからだの健康職場」をスローガンとして展開されます。
　全国の状況を見ますと、過労死等事案の労災認定件数は、令和４年度には９０４件となってお
り、引き続き過労死等を防止するため、働き方改革の推進と相まって、長時間労働による健康障
害の防止対策の推進が課題となっています。
　また、精神障害による労災認定件数は令和４年度には７１０件と過去最多となっており、メン
タルヘルス対策のさらなる強化が求められています。
　さらに、化学物質による休業４日以上の労働災害は、４５０件程度で推移し、特定化学物質障
害予防規則等の特別規則の規制の対象となっていない物質を起因とするものが全体の８割を占
めており、化学物質等による重大な遅延性の職業性疾病も後を絶たない状況です。
このため、厚生労働省では、従来、特別規則の対象となっていない全ての危険・有害な物質への
対策を強化するため、事業者が自ら行ったリスクアセスメントの結果に基づき、ばく露防止のた
めに講ずべき措置を適切に実施する制度を導入しました。
　そして、これらを担当する化学物質管理者及び保護具着用管理責任者については、令和６年
４月より選任が義務化されるなど、自律的・自主的な労働衛生管理は、今後益々重要性を増し
ています。　　
　一般社団法人四日市労働基準協会の会員の皆様におかれましては、全国労働衛生週間を契機に、
事業場における労働衛生意識の高揚を図るとともに、自主的な労働衛生管理活動の一層の促進を
お願いいたします。
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道路貨物運送業だけでなく、貨物自動車（トラック）を所有する全ての事業場が対象と
なりますので、注意が必要です。
また、荷主の立場からも、法令の内容を理解のうえ、トラック事業者に対する必要な指導、
助言等をお願いいたします。

～　トラックでの荷役作業時における安全対策が強化されます　～
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時間額９７３円

0120-366-440 8:30 17:15

〇はたらきかたススメ特設サイトで、働き方改革ＰＲ動画「はた
らきかたススメ」シリーズを公開しています。

h�ps://www.mhlw.go.jp/s�/newpage_34701.html
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令和５年  労働災害発生状況（休業４日以上の死傷者数）
四日市労働基準監督署
令和５年８月末現在

　 対 前 年 比　　 令 和 ５ 年　　 令 和 ４ 年　　　　　　　　　　　　　年　別
　業　　種 　 死 傷　　 死 亡　

％ 人 数  ％ 人 数 死傷者数死亡者数死傷者数死亡者数
－７.４％－３５人－５０.０％－１人４４０１４７５２  　合　　　　　　　　 計　   
－２.８％－１人３５３６食 料 品

製
　
　
　
造
　
　
　
業

－５０.０％－１人１２繊 維 工 業
±０.０％±０人１１衣 服 そ の 他 繊 維
－５０.０％－１人１２木 材 ・ 木 製 品
±０.０％±０人１１家 具 ・ 装 備 品
＋３００.０％＋３人４１パ ル プ ・ 紙 加 工 品

印 刷 ・ 製 本
－６３.６％－７人－１００.０％－１人４１１１化 学 工 業
＋５７.１％＋４人１１７窯 業 土 石 製 品
－１４.３％－１人６７鉄 鋼 業

非 鉄 金 属
－１１.８％－２人１５１７金 属 製 品
－４７.４％－９人１０１９一 般 機 械 器 具
－４４.４％－４人５９電 気 機 械 器 具
±０.０％±０人１１造 船 業
＋１１.１％＋１人１０９造船業以外の輸送用機械等
－１００.０％－１人１電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 業
－６６.７％－２人１３自 動 車 整 備 ・ 機 械 修 理 業
－３３.３％－２人４６上 記 以 外 の 製 造 業
－１７.３％－２３人－１００.０％－１人１１０１３３１　　 小　 　 　 　 　 計　 　
－１００.０％－１人１採 石 業鉱

業 ＋１人１上 記 以 外 の 鉱 業
±０.０％±０人１１　　 小　 　 　 　 　 計　 　
－５.９％－１人－１００.０％－１人１６１７１土 木 工 事

建
設
業

＋１００.０％＋２人４２木 造 家 屋 建 築 工 事
＋３１.６％＋６人＋１人２５１１９木 造 家 屋 以 外 の 建 築 工 事
＋３８.５％＋５人１８１３そ の 他 の 建 設 業
＋２３.５％＋１２人±０.０％±０人６３１５１１　　 小　 　 　 　 　 計　 　
－７５.０％－３人１４旅 客 運 送 業

運
輸
業

－４.５％－３人６４６７道 路 貨 物 運 送 業
＋１００.０％＋１人２１港 湾 運 送 業
±０.０％±０人１１１１上 記 以 外 の 運 送 業
－６.０％－５人７８８３　　 小　 　 　 　 　 計　 　

林　 業第
一
次
産
業

－４０.０％－２人３５農 業 ・ 畜 産 業
水 産 業

－４０.０％－２人３５　　 小　 　 　 　 　 計　 　
－２３.７％－１４人４５５９小 売 業商

業

第
三
次
産
業
等

－６９.２％－９人４１３う ち 新 聞 販 売 業
－１１.８％－２人１５１７上 記 以 外 の 商 業
－１２.５％－１人７８通 信 業
－３６.７％－１１人１９３０社 会 福 祉 施 設保

健
衛

生

業 ±０.０％±０人１１１１医 療 保 健 業 ・ そ の 他
＋２００.０％＋２人３１旅 館 業接

客
娯
楽
業

＋５３.３％＋８人２３１５飲 食 店
－４４.４％－４人５９ゴ ル フ 業
－１６.７％－１人５６上記以外の接客娯楽業
＋１００.０％＋２人４２ビ ル メ ン テ ナ ン ス 業清

掃
業

－３６.４％－４人７１１産 業 廃 棄 物 処 理 業
＋１００.０％＋２人４２上記以外の清掃・と畜業
＋４２.９％＋３人１０７警 備 業
＋１２.５％＋３人２７２４上 記 以 外 の 事 業
－８.４％－１７人１８５２０２　　 小　 　 　 　 　 計　 　

資料出所　　四日市労働基準監督署「死亡災害報告・労働者死傷病報告」   注：死亡者数は内数であらわしたもの。
【８月末時点労働災害発生状況（上表参照）】
　令和５年８月末日時点における休業４日以上の死傷者数は、前年同期と比較して、３５人減少（７.４％減少）となっています。
　業種別では、多くの業種で前年より減少していますが、「建設業」において大幅な増加（１２人、２３.５％増加）となりました。
　今後も、労使が連携した労働災害防止の取り組みの継続をお願いいたします。
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■■　講習・教育　■■
修了者数
（　）内
申込定員

種　　　　別
開催月日

日月

５９フォークリフト運転業務従事者安全衛生教育３

７

３４酸素欠乏・硫化水素危険作業特別教育４

３４アーク溶接等業務特別教育７～９

５０フルハーネス型安全帯使用作業特別教育１９

３２ＫＹＴ実践研修２１

３６自由研削用といしの取替え等業務特別教育２２

３２職長等教育［建設業を除く］２５～２６

４１特定粉じん作業従事者特別教育２８

３２職長・安全衛生責任者教育３～４

８

２９安全衛生推進者養成講習８～９

１６フォークリフト運転技能講習２２・２７・
９／２～３

２０　　　　　　　　〃２２～２５

２０　　　　　　　　〃２２・
２９～３１

５１化学物質管理者研修（製造事業場以外の事業場）２３

４０クレーン運転業務特別教育２５・２７

３２職長等教育［建設業を除く］２９～３０

６０　低圧電気取扱業務特別教育１

９

３８安全管理者選任時研修５～６

３８産業用ロボットの教示等の業務特別教育８～９

３２ＫＹＴ実践研修１２

３２職長等教育［建設業を除く］１４～１５

６衛生推進者養成講習２０

３２特定粉じん作業従事者特別教育２１

４８保護具着用管理責任者教育２６

３６自由研削用といしの取替え等業務特別教育３０

（５０）フルハーネス型安全帯使用作業特別教育１１

１０

（３４）アーク溶接等業務特別教育１３～１５

（５０）化学物質管理者研修（製造事業場以外の事業場）１９

（４８）保護具着用管理責任者教育２５

（３２）職長等教育［建設業を除く］３０～３１

（５０）安全衛生推進者養成講習７～８

１１

（３８）産業用ロボットの教示等の業務特別教育１０～１１

（４８）保護具着用管理責任者教育２４

（３２）ＫＹＴ実践研修２７

（３２）職長等教育［建設業を除く］２９～３０

（５０）化学物質管理者研修（製造事業場以外の事業場）４

１２

（９０）フォークリフト運転業務従事者安全衛生教育５

（４０）特定粉じん作業従事者特別教育６

（４０）クレーン運転業務特別教育８・１０

（４８）安全管理者選任時研修１４～１５

（３６）自由研削用といしの取替え等業務特別教育１６

（５０）フルハーネス型安全帯使用作業特別教育１９

（３２）職長等教育［建設業を除く］２１～２２

　■■　協会のうごき　■■

場　　所事　　　　項
開催月日

日月

当協会応接室正副委員長会議（第２回）２
８

当協会応接室編集委員会（第２回）〃

当協会会議室安全衛生委員会（第２回）２２
９

ポートメッセなごや全国産業安全衛生大会２７～２９

三重県文化会館三重県産業安全衛生大会４

１０ 当協会会議室総務委員会（第２回）６

当協会会議室理事会（第２回）１７

当協会応接室正副委員長会議（第３回）２

１１ 当協会応接室編集委員会（第３回）〃
四 日 市 市
文 化 会 館

四日市地方産業安全衛生大会＆２１ 優良勤労者表彰式
ケイミュー ㈱
伊 賀 事 業 所優良事業場視察研修１１２

伊 勢 神 宮安全祈願祭１０１

2023年度
四日市地方産業安全衛生大会&

優良勤労者表彰式
　日時　２０２３年１１月２１日（火）　１３：００～
　場所　四日市市文化会館　第2ホール
　特別講演　１５：０５～１６：３５
　　　　「歴史に学び、未来を読む
　　　　　　～家康の天下取りに学ぶ～」
　　　　　　歴史家・作家　加来　耕三　氏

安全祈願祭のご案内
日時：２０２４年１月１０日（水）１３：３０～
　　　（開始時刻は前後する場合がありますので、　　
　　　  ３０分前にはご参集ください。）
場所：伊勢神宮内宮神楽殿
募集定員：５０名（当協会関係分）
参加費：なし
授与品：なし
　１１月より募集を開始します（締切１２月8日）
　新春賀詞交換会については、参加者を限定して開催
　しますので、参加募集は致しません。

優良事業場視察研修会のご案内
日　時：２０２３年１２月１日（金）　日帰り
視察先：ケイミュー株式会社　伊賀事業所　
　　　　　　（三重県伊賀市三田410-1）
安全祈願先：菅原神社
　　　　　　（三重県伊賀市上野東町2929）
定員：３０名
参加費：１名につき　１１,０００円（うち消費税１，０００円）
　１０月１日から募集を開始します。（締切１１月１０日）

適格請求書発行事業者番号のお知らせ
　令和5年１０月1日より導入される「適格請求書等保存方式
（インボイス制度）」の当協会の登録番号をお知らせします。
適格請求書発行事業者登録番号　T６１９０００５００９９３８
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「社員が心身ともに元気に働ける職場を目指して」

会社紹介
　株式会社クスノキケミコは、1990年の創業以
来、産業用薬品供給管理業務に特化し、電子産
業におけるメーカー様の発展と共に成長してま
いりました。
　タンクローリーによる大量供給から、薬瓶1本
の管理に至るまで幅広い管理ができる体制で、
お客様事業場の「安全・安定稼働」に寄与して
います。
　時代のニーズにマッチした、工場運営体制を
ご提案するために、これからも技術の研鑽を積み、高い品質のサービスをご提供できるよう努力し続
けてまいります。

安全衛生活動の取り組み
　職場安全衛生委員会を組織し、職場の安全や従業員の健康維持増進活動を推進して働きやすい職場
づくりに取り組んでおります。
　業種の特質上、お客様と職場環境を共有していることもありパートナー企業様との安全衛生定例会
を開催し災害が発生しない作業環境づくりのため双方から問題を提議し、継続した改善を行っており
ます。
　定期健康診断は、対象者全員が受診できるよう作業計画を組んで実施しており希望者に対し胃部X
線（バリウム）検査を胃カメラ検査に置換えて受診することとがん検診２項目の費用を会社で負担し
オプション検診の受診を推奨しています。
　また、健康診断の結果で要再検査、要精密検査、要治療となった従業員に対し再診率１００％を目
標に受診勧奨を行っております。
　健康保険特別指導の対象になった従業員への保健指導面談も実施して頂いております。

取り組みをやって良かったこと
　安全と健康を意識する従業員が増えてきました。また、症状が軽度の段階で医療機関を受診して対
策する従業員も増えました。

その他の取り組み
　『クスノキケミコ健康新聞』を月一発行
　朝のラジオ体操、ミーティングにて「危険予知ポイント」
の発表を継続して行っており地域の健康促進事業へも積極
的に参加することで、健康意識の高揚を図っています。
　安全衛生関係の周知事項は、口頭での連絡だけでなく出
来るだけ連絡書として回覧し周知漏れを防止しています。
　また、過去の連絡事項を読み返すことが出来るようファ
イルに保存しています。

おわりに
　当社の日頃の安全衛生に対する取り組み活動
が評価され、一般社団法人四日市労働基準協会
より2022年度 安全衛生優良事業場表彰を受け
ました。
　今後も職場の安全と従業員の健康を守り、よ
り快適な職場環境づくりに努めてまいります。

株式会社クスノキケミコ
＜事業内容＞　化学及び工業用薬品の供給・管理

健康経営優良法人（中小規模法人部門） 
2023年3月8日付で4年連続認定

三重とこわか健康経営カンパニー
2023年7月1日付で4年連続認定




